
海津木苑における再生可能エネルギー導入可能性調査

令和４年７月６日（水）

古賀市 市民部 環境課

現海津木苑（昭和５８年供用開始）



【期待される効果】

・市内から発生するし尿、浄化槽汚泥、農業集落排水汚泥

の適正処理

・循環型社会形成推進に寄与

・古賀市、福津市のし尿等を一元化処理を行うことで、

古賀市の財政的負担軽減

・施設啓発の推進

・海津木苑周辺地域の活性化

（脱水汚泥含水率：70%以下）

（研修室の一般開放等）

昭和５８年度～令和４年度

海津木苑施設は昭和５８年度より供用開始し令和４年度で４０年を迎えます。

その間、施設整備等行って来ましたが、施設の老朽化が進行している状態です。

そこで、新たにし尿・浄化槽汚泥及び有機汚泥（農集汚泥）を、広域的に安定し

た処理を行うと共に、循環型社会形成推進に寄与する新処理施設（汚泥再生処

理センター）の建設工事をスタートします。

工期：令和3年度～令和5年度

供用開始：令和5年度（予定）

令和5年度～

再生・資源化施設

施設規模：52kℓ/日
〔内訳：古賀市27kℓ/日 + 福津市25kℓ/日〕

昭和５８年度～令和４年度

衛生処理施設

施設規模：67kℓ/日
〔内訳：古賀市67kℓ/日〕

汚泥再生処理センターとは、従来のし尿処理施設の役割であるし尿・浄化槽

汚泥の衛生処理のみならず、汚泥の有効利用（助燃剤化）が可能な再生・資源

化設備を加え、循環型社会構築を可能とする施設です。

１．海津木苑の概要



現在の施設周辺 次期施設の施設周辺



福岡食品加工団地

福岡市

「し尿処理施設」と「食品工業団地」が同一地区で共存している所は、
全国でも珍しく、古賀市の特徴と言えます。



⑴背景

令和５年度に海津木苑の建て替え竣工を予定しており、防災施設（指定緊急

避難場所）としての指定が見込まれている

停電時の非常用電源の確保など防災機能向上が必要になる

地球温暖化対策に取り組むため、第２次古賀市環境基本計画及び古賀市地球

温暖化対策実行計画（事務事業編）において、市の特性にあった再生可能エネル

ギー設備やシステム導入を検討することとしている

公共施設に設備導入を図り、民間事業者の模範として、率先して対策を

講じていく必要がある

２．調査の背景・目的



⑵目的

・防災施設としての機能向上

・公共施設への再生可能エネルギー導入による温室効果ガス排出削減

・海津木苑施設等への電力供給による電力コスト削減

上記３点を目的として新設後の施設敷地内における再生可能エネルギーの導入可能性
調査を行う



⑴市域の再生可能エネルギーポテンシャル

環境省の再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS）による、古賀市域における
再生可能エネルギーのポテンシャルは表のとおり。

市内の有望な再生可能エネルギー源として、賦存量が高く導入のしやすい太陽光発電
の他に本市で活用可能な再生可能エネルギーである陸上風力発電の２つを調査対象と
した。

３．賦存量・利用可能量の調査

再生可能エネルギー種 区分 設備容量 年間発電電力量

住宅用等太陽光 L1 31千kW/年 36,839千kWh/年

L2 81千kW/年 97,531千kWh/年

L3 105千kW/年 126,337千kWh/年

陸上風力 － 2千kW/年 3,562千kWh/年

中小水力 河川 0千kW/年 －

地熱蒸気フラッシュ 150℃以上 0千kW/年 0千kWh/年

地熱バイナリー 120～150℃ 0千kW/年 0千kWh/年

地熱低温バイナリー 53～120℃ 0千kW/年 0千kWh/年

太陽熱 L1 2.04MJ/年 －

L2 2.5MJ/年 －

L3 2.57MJ/年 －

地中熱 － 23.19MJ/年 －



⑵太陽光発電の賦存量・利用可能量

24台分のソーラーカーポートの設置を想定して賦存量・利用可能量を推計した。

現状では、敷地の南西に丘があり、冬は特に影響が大きく、年間では23％程度発電効
率が落ちると想定される。



賦存量：丘の影による影響がない場合の年間発電量→6.4万kwh

利用可能量：丘の影による影響を年間23％程度と見込んだ場合の年間発電量→4.9万kWh
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⑶小型風力発電の利用可能量

メーカーへの聞き取りにより1kWの小型
風力発電を想定し、利用可能量の推計を
行った。

風速4.3m/sの場合、年間発電量は約
1,200kWh/年である（建物等の影響によ
り30％程度の発電量低下を想定）





フル充電した40kWhのEVから電力供給を行う場合、蛍光灯（40本）と全熱交換器（8
台）を10時間程度は点灯・運転させることができる。

※海津木苑3F研修室（指定緊急避難場所）の電灯とエアコンを一晩動かすことを想定

蛍光灯 40W×40本÷1,000×1h＝1.60kWh

全熱交換器 232W×8台÷1,000×1h＝1.86kWh

４．再生可能エネルギー導入可能性の検討

⑴設備概要構成

防災施設として災害時の非
常用電源が確保できるよう
に、EVの電池から給電する
V2Hを検討した。



⑵経済性の推計

補助率 投資回収年数 20年経過時収支

1/3 22年 －701,816円

1/2 16年 ＋1,773,184円

2/3 11年 ＋4,248,184円

補助率 20年経過時収支

1/3 －1,490,603円

1/2 －923,936円

2/3 －357,269円

①太陽光発電の経済性

ソーラーカーポート 24台分
発電容量 59.4kW
設備設置工事費用単価 25万円/kWp
ＯＭ費用 25万円/年
電気従量料金 12.45円/kWh

※設備の撤去費用は含まない

②小型風力発電の経済性

レンズ風車 1基
発電容量 1kW
初期費用 340万円
保守費用 10万円/年
電気従量料金 12.45円/kWh

※設備の保守費用、撤去費用は含まない



⑶CO2削減量の推計

基礎排出係数 0.000365t-CO2/kWh と仮定

（令和2年度 九州電力株式会社の基礎排出係数）

①太陽光発電の年間CO2削減量

49,440kWh×0.000365t-CO2/kWh＝18.0t-CO2

②小型風力発電の年間CO2削減量

1,200kWh×0.000365t-CO2/kWh＝0.4t-CO2

※参考

令和2年度 海津木苑 温室効果ガス排出量 197.0t-CO2



①太陽光発電

指定緊急避難場所として必要な電力を一晩賄えるという試算になった。また耐用年数
を20年とした場合、補助率1/2以上であれば採算が合うということになった。

しかし、丘の影響により23％程度発電効率が落ちるため丘の木を切るなど、ポテン
シャルを最大限に発揮できるような対策案を検討していきたい。また、今回の調査で
得た知見やデータを元に市の他の公共施設への設備導入にも活かしていきたい。

５．総括

②小型風力発電

発電量が少ないため避難所に必要な電力や温室効果ガス削減には期待できない結果と
なった。また、初期費用を賄うことができず、保守費用を含めると稼働すればするほ
ど赤字が膨らむという試算になった。

しかし、第5次古賀市総合計画基本構想において海津木苑は、し尿等の処理機能だけ
でなく、環境と人権をテーマにした情報発信や啓発を行う場としての機能を強化する
ことを記載しており、そのような背景も加味しながら検討をしていきたい。



ご清聴ありがとうございました


